
 

 

 

 

 

 

  地域と共に「継続・徹底、鍛え育てる」副校長  佐々木 琢 

「見ぬふりをして、よく見る」 

先日、中原小見守り隊（学校安全連絡会）が

ありました。その会では、西東京市青少年問題

協議会の座長を務めている 住田 佳子 様にご

講演いただき、地域の人と人との関わりについ

てこんな言葉を紹介されました。 

それは、「見ぬふりをして、よく見る」とい

う言葉でした。 

これは、「見て見 

ぬふりをする」 

人間関係の希薄 

さに警鐘を鳴ら 

す言葉だと受け 

止めました。SNS 

を中心としたコ 

ミュニケーションが増え、人と人とが向き合っ

て言葉を交わす関わりを軽視しているような

社会の仕組みや傾向に対し、地域の本来あるべ

き姿を話されたのです。 

 しかし、講演後のグループや全体の協議に耳

を傾けると、地域の方々が、登下校時や放課後

など、いかに子どもたちをよく見て、声を掛け

てくださっているかが分かり、改めて地域総が

かりの教育の強さを感じました。 

 地域で子どもを見守り、子どもの育ちを支え

る。これは、放課後子ども教室を中心とした企

画を主催する中原小学校施設開放運営協議会

の皆様。中原小学校の行事や学校公開など、子

どもや学校のために、気持ちよく協力をしてく

ださる PTA 役員や中原小学校父親の会をはじ

めとする保護者の皆様、そして民生委員・児童

委員をはじめとする地域の方々の思いが行動

となって継続されてきたものと考えています。 

 西東京市子ども条例の前文には 

「わたしたちは、まち全体で子どもの育ちを支え

る、子どもにやさしい西東京をつくっていきます。

わたしたちは、子どもが失敗や間違いをしてもや

り直し、成長できるまちにしていきます。わたした

ちは、子どもが家庭・園・学校・地域の一員、西東

京の一員として位置づけられ、その役割がはたせ

るまちにしていきます。・・・」 

とあります。 

 「わたしたち」とは、西東 

京市に在住、在勤、在学す 

る全ての人です。つまり、 

西東京市全体でも、「見ぬふりをして、よく見

る」の意味が具現化される必要があります。そ

のためにも、まずは学校と地域が連携・協働し

ていくことが必須となります。 

       「地域と共に」   

４月から完全実施される新学習指導要領の

基盤となる考え方が、「社会に開かれた教育課

程」です。これは、よりよい社会を創るという

理念を学校と社会とが共有し、学校において必

要な教育内容を明確にしながら、社会との連

携・協働によって学校教育の実現を図るもので

す。 

 中原小学校では、今年度に行われた開校６０

周年関連の記念行事に、多くの地域の方々に来

校していただきました。そこでは、地域をさら

に良くしていこうとする願いや学校を応援し

ようとする思いを強く感じました。 

 また、これまでも地域の方々が、子どもの登

下校時に声を掛けてくださってきました。それ

と、中原小学校の「人を大切にする表れ」とし

て取り組む挨拶の奨励とが繋がり、共有した取

組となっています。 

 これからも、「継続・徹底 鍛え育てる」とい

う学校長の経営方針の基に取り組む教育内容

を、さらに地域と共有し、連携していきます。

その中で、当たり前のことを当たり前にできる

子どもを、地域と共に育むことができるよう、 

地域総がかりの教育の一層の充実を図ってい

きます。 

 

（西東京市子ども条例ＱＲコード） 

 

中原だより   

令和元年度  第１０号 
西東京市立中原小学校 
校長  水野伸一 郎 
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（中原小見守り隊の様子） 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


